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国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
全
て
の
人
が
加
入
す
る
公
的

年
金
制
度
で
す
。平
成
30
年
度
の
保
険
料
は
、

月
額
１
万
６
３
４
０
円
で
す
が
、
失
業
な
ど

の
経
済
的
な
理
由
で
、
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る｢

保
険
料
免
除
制

度｣

が
あ
り
ま
す
。

　
免
除
の
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料

の
全
額
ま
た
は
一
部
の
納
付
義
務
が
免
除
さ

れ
ま
す
。（
左
の
表
１
を
参
照
）

な
お
、
免
除
の
該
当
区
分
に
つ
い
て
は
、

本
人
・
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
所
得
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
合
先

で
確
認
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

と
そ
の
対
象
　

　
大
き
く
分
け
て
次
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

①
学
生
納
付
特
例
制
度
＝
学
生
の
方

②
全
額
免
除
・
一
部
納
付（
免
除
）制
度
＝
①

に
該
当
し
な
い
方

③
納
付
猶
予
制
度
＝
50
歳
未
満
で
、
本
人
と

配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
方
を

対
象
に
、
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
す
る

も
の
で
す
。（
平
成
28
年
７
月
以
降
、
30

歳
未
満
か
ら
50
歳
未
満
に
年
齢
拡
充
さ

れ
ま
し
た
）

保
険
料
が
未
納
の
ま
ま
だ
と
…

●
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
が
受
給
で
き
な
い

か
、
受
給
で
き
て
も
金
額
が
少
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
生

じ
た
際
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
て
も
、
残
り
の

保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
、
未
納
と
同

じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
、下
の
表
２
を
参
照
く
だ
さ
い
。

●
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
を
利
用
し
な
か
っ

た
場
合
は
、
原
則
２
年
間
し
か
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

＊
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
を
利
用
し
た
場
合

は
、
最
大
10
年
間
さ
か
の
ぼ
っ
て
追
納

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
３

年
目
か
ら
、
当
時
の
保
険
料
に
加
算
額

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

＊
平
成
30
年
９
月
30
日
ま
で
は
、
未
納
の
国

　
民
年
金
保
険
料
を
５
年
間
さ
か
の
ぼ
っ
て

　
納
付
で
き
る｢

後
納
制
度｣

が
利
用
で
き
ま

　
す
。
後
納
保
険
料
の
納
付
は
事
前
の
申
し

　
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
年
金
事
務
所
に

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
免
除
な
ど
の
申
請
期
間
】

平
成
30
年
度
分
は
７
月
１
日
～
平
成
31
年
６

月
末
日

＊
学
生
納
付
特
例
は
、
４
月
１
日
～
平
成 

31
年
３
月
末
日

【
免
除
な
ど
の
申
請
に
必
要
な
も
の
】

●
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
を
除
く
）、年
金
手
帳
、

身
分
証（
運
転
免
許
証
な
ど
）

●
学
生
の
方
は
、
学
生
証
の
写
し
、
ま
た
は

在
学
証
明
書（
原
本
）

●
平
成
29
年
１
月
１
日
以
降
に
離
職
し
た
方

は
、
離
職
票
の
写
し
、
ま
た
は
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
の
写
し

※
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２
年
を
経
過
し

て
い
な
い
期
間（
申
請
時
か
ら
２
年
１
カ

月
前
ま
で
の
期
間
）に
つ
い
て
は
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
免
除
な
ど
を
申
請
で
き
ま
す
。

【
受
付
窓
口
・
問
合
先
】＝

▼
本
庁
保
険
年
金
課
国
民
年
金
グ
ル
ー
プ

（
内
線
２
８
２
１
）ま
た
は
各
支
所
地
域

振
興
課
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ（
鹿
島
支
所

は
市
民
福
祉
グ
ル
ー
プ
）

▼
川
内
年
金
事
務
所（
平
佐
町
）

　
　（
22
）5
2
7
6

平成 30 年度保険料 （月額）
全額免除の場合 0円

４分の３免除の場合 4,090円

半額免除の場合 8,170円

４分の１免除の場合 12,260円

＊下の表2も参照ください。

（表１）

老齢基礎年金の
資格期間には　

老齢基礎年金額
の計算には　　

万一の障害年金・
遺族年金の保障は

後から保険料を納めた
いときには（追納期間）

全 額 免 除

認められます

１／２として計算

あります

10年以内なら追納でき
ます

４ 分 の ３ 免 除 ５／８として計算
10年以内なら、一部免
除部分を追納できます半 額 免 除 ３／４として計算

４ 分 の １ 免 除 ７／８として計算
納 付 猶 予

計算されません

10年以内なら追納でき
ます学 生 特 例

未　　　　 納 認められません ありません
2年を過ぎると納付でき
ません
※上記「後納制度」を継続中

（表２）

※

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

平成 30年４月９日撮影

まちの話題

ま
ち
話
題

の

市
内
各
地
か
ら

じ
ゅ
う
た
ん
の
よ
う
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た

　
　
　
　一
面
の
芝
桜

　

（
平
佐
西
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）

　４月 24 日（火）、市役所本庁でイング
リッシュサポートティーチャー（ＥＳＴ）の
委嘱状交付式が行われました。
　これは、小学校で新学習指導要領によ
る英語教育が全面実施されることに伴い、
英語に不慣れな教員をＡＬＴと共に補助
す る た め、 本 市 独 自 に 募 集 し た も の で、
委嘱された 18 人には、それぞれ１～４校
の担当が割り当てられました。本市小学
生の英語力の向上が期待されます。

非
日
常
の
空
間
で
日
本
酒
を
味
わ
い
尽
く
し
ま
し
た

　 ４月 20 日（金）からの 11日間、六本木
ヒルズアリーナ（東京都）で元サッカー日本代
表の中

なか

田
た

英
ひで

寿
とし

氏がプロデュースする日本酒
イベント｢C

ク ラ フ ト

RAFT S
サ ケ
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ロ ッ ポ ン ギ

OPPONGI 
H
ヒ ル ズ

ILLS 2018｣が開催されました。
　会場内には、今回のテーマである竹に
ちなんで東郷町藤川から伐採 ･ 運搬され
た 450 本の孟

もうそうちく

宗竹で｢回廊｣が造られまし
た。期間中、昨年度の約 11 万人を上回る
延べ 12 万人の来場者が、大都会の中で本
市の竹が醸し出す独特の雰囲気を味わい
ました。

　５月９日（水）からの３日間、友好都市の
中国常熟市から政府口

こうがんべんこうしつ

岸弁公室の包
ほう

旭
きょく

明
めい

副主任を代表とする貿易調査団６人が本市
を訪れ、川内港と常熟港間の貿易促進に向
けた意見交換や企業視察を行いました。
　意見交換会では、常熟港向けの木材輸出
に関し、定期航路の早期実現を求める声が
上がるなど、有意義な会となりました。

中
国
常
熟
市
貿
易
調
査
団
が
来
日

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー（
Ｅ
Ｓ
Ｔ
）に

委
嘱
状
交
付
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